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1. はじめに 

 この論文の目的は、大学院のゼミの談話におけるターンの受け継ぎの表示について、ター

ンとして認められないあいづち的な発話の定義と意味の究明によって明らかにすることであ

る。ターンというのは、とある発言者がしゃべり出した瞬間から話が終わるまでの時間だと

定義されることが多い。そしてターンの受け継ぎは前述のような行為の連続だと考えられる。 

 ゼミを必修科目として扱っている（大学名）大学に在籍する留学生はまだしも、欧米教育

みたいに積極的な発言や質問を求めない日本の大学で勉強している留学生の多くは、学術的

な討論もしくは「日本らしき」グループ談話の進め方に詳しく接触することがなかなかでき

ないのではなかろう。ターンの受け継ぎを分析することによって、普通の日本人らしい適切

な言葉選びと発言のターミングを学ぶことができるようになり、学術の場においても恥ずか

しがらずに聞き手と話し手の役割をスムーズに進めて行く能力を身につけると考えられてい

る。しかし、ターンの受け継ぎを極めるためにはまずターンとして認められない「あいづち

的な発話」の定義をはっけりさせる必要があると思う。従って、本文ではそれぞれのあいづ

ちの背後に含まれた意味を判明することがターンの受け継ぎにどのように影響しているのか、

について考察して行きたいと思う。 

 

2. 先行研究と本研究の位置づけ 

 大学院のゼミの談話におけるターンの受け継ぎについて扱った研究は中井陽子(2003)『言

語・非言語行動によるターンの受け継ぎの表示』や賈琦(2008)『小集団討論場面における話

者交替の日中対照研究』、張麗(2010)『話者交替にみられる中国人と日本人の「自己主張」の

スタイル：小集団ディスカッションを通して(その２)』などがある。 

 中井は、日本語母語話者三人の会話を文字化し、それぞれのターンの受け継ぎ表示（ター

ンの開始、終了、受取、譲渡表示など）の時に用いられている言葉遣いと体の動きや視線な

どの非言語的行動を分析し、ターンの受け継ぎ表示の各段階に現れやすい行動と言語的要素

をまとめた。そして賈琦は、中国語母語話者と日本語母語話者の二つのグループの話し合い

の内容を同じく文字化し、各内容がターンの受け継ぎ表示のどの部分に当てはまるのかを分

類し、日本人と中国人のそれぞれのターン取得状況を比較してみた。最後に張麗は日本語が

できる中国人と中国語がしゃべられる日本人を集め、日本語と中国語での会話に両方参加さ

せ、日本人と中国人の自らターンを取ろうとする時の積極性（張麗はそれを「自己主張」と

定義している）を観察し、中国人と日本人の「自己主張」のスタイルの違いを分析していた。 

 しかし、大学院のゼミの談話を対象に、あいづち的な発話の定義とその背後にある意味と

いう観点から扱った研究はない。そこで、私はあいづちの定義をはっきりさせ、そのあいづ

ちの背後にある意味で分析を行うことにしたい。 



 

3. 研究の資料と分析の方法 

 研究の資料は、2015 年 9 月に神奈川県三浦半島のホテルで行われた都内の大学院の某ゼミ

ナールの 40 分程度の談話二つを文字化したものである。 

 一つは、『（研究発表タイトル）』の研究発表に対し、聞き手が各国の絵本事情の違いについ

て質問している談話である。 

 もう一つは、発表内容の因子項目についてよく理解できない部分について、発表者に質問

をしているところである。 

 そして、その文字化データからターンの受け継ぎの観点からデータを抽出し、あいづち的

な発話の定義と意味によって分析を行った。 

 

4. 分析の結果 

① 質問者 B「あのー、たぶん、最後の構成とかを見ると、まず、絵本が言語学習に有効

だよっていうことを言ったうえで、日本語学習のときにはどういう絵本がいいんだろ

うねっていう感じで進めて行く。」 

発表者「あ、はい、できればそうしたいです。」 

② 質問者 A「で、さらにこれから、ま、回収して、（発表者：はい）いくー、ところで、

また、その、因子の項目（発表者：そう）とかも変わってくるー」 

発表者「変わってきます」 

 この二部の資料の中でターンの受け継ぎに関する部分がとても多く、普段の会話の中にも

よく出てくるあいづちは後にし、上記の二つのやりとりについて考察していきたいと思う。

「あ、はい、できればそうしたいです」や「変わってきます」などの発言は前述した先行研

究の定義によると、「実質的な発話」ではなく、いわゆる「あいづち」に分類されるかもしれ

ない。私もその二つの短い発言はターンに構成できるほどの要素を持っているとは思ってい

ないが、それがただのあいづちだとも思っていない。個人的な経験ではあるが、中国語母語

話者と日本語母語話者と話し合った時に一番よく感じる違いと言えば、会話進行中に話し手

に質問もしくは自分の感想を適時に伝える必要があるかどうかというところである。中国語

母語話者と話す時は「うん」「はい」「そうですか」「それで」などの短いあいづちを会話の中

に少し入れれば話し合いはスムーズに進められるが、日本語母語話者としゃべる際には適時

に質問をしたり話の内容に関する個人的な意見を述べたりしないと会話が続けられない可能

性がある。そういった表現は適時に反応をし、相手に話しを続けられるチャンスを与える面

から見るとあいづちに近いかもしれないが、聞き手の考えを込めた発言でもあるため、私は

どちらかと言うとそれはあいづちだけでなく、「意味のある発言」だと考えている。 
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